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V 飛鳥時代の陶器などのレプリ力を展示(飛鳥工人の館)

企 陶製の史跡ジオラマ

全国高校囲碁選手権女子個人の部優勝

森川紗衣さん

碁盤の上に宇宙を描く

τERVlEW 

「
準
決
勝
ま
で
は
ス
ム
ー
ズ
に
勝
ち
上
が
れ
ま
し
た
が
、
決
勝

は
二
転
三
転
す
る
苦
し
い
戦
い
で
し
た
ね
」
と
大
会
を
振
り
返
る

の
は
、
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
女
子
個
人
の
部
で
見
事
優
勝
を
果

た
し
た
高
岡
商
業
高
校
三
年
の
森
川
紗
衣
さ
ん
。

幼
い
頃
、
祖
父
か
ら
囲
碁
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
と
い
う
森
川

さ
ん
。
「
祖
父
に
は
よ
く
地
元
の
公
民
館
ヘ
連
れ
て
い

っ
て
も
ら

い
、
お
じ
さ
ん
た
ち
を
相
手
に
碁
を
打

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
で

も
、
そ
の
頃
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
物
心
つ

い
た
と
き
に
は
、
そ
ば
に
碁
盤
が
あ
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
」
。

そ
の
う
ち
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
〈G
O
|
N
E
T
〉
で
全
国
の
強
豪
と

対
戦
す
る
よ
う
に
な
り
、
森
川
さ
ん
は
め
き
め
き
と
腕
を
上
げ
て

い
き
ま
す
。

さ
て
、
全
国
大
会
で
は
、
栃
木
県
、
香
川
県
、
福
島
県
・
東
京

都
の
代
表
を
難
な
く
下
し
て
決
勝
へ

。
相
手
は
静
岡
の
強
豪
、
高

梨
さ
ん
で
す
。
序
盤
の
劣
勢
を
中
盤
に
か
け
て
徐
々
に
盛
り
返
し
、

ま
さ
に
勝
利
が
目
前
と
な
っ
た
と
き
に
ミ
ス
を
犯
し
て
し
ま
っ

た
、
と
戦
い
を
振
り
返
る
森
川
さ
ん
。
「並
目
通
に
押
さ
え
て
お
け

ば
中
央
に
大
き
な
地
が
で
き
た
の
に
、
打
た
な
く
て
も
い
い
と
こ

ろ
に
打
っ
て
し
ま
っ
て
、
逆
転
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
」
。
し

か
し
終
盤
は
、
細
か
い
局
面
を
読
み
切
り
、
見
事
三
目
半
勝
ち
を

お
さ
め
ま
し
た
。

ま
わ

碁
を
打
っ
て
い
る
と
き
は
、
全
く
周
り
が
見
え
な
く
な
る
く
ら

い
に
集
中
で
き
る
と
い
う
森
川
さ
ん
。
「
集
中
し
て
い
る
と
き
の

自
分
自
身
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、
囲
碁
の
魅
力
は
何

と
い

っ
て
も

一
つ
と
し
て
同
じ
局
面
に
な
ら
な
い
奥
の
深
さ
で
し

ょ
う
ね
」
。
ま
た
、
武
宮
名
人
の
大
フ

ァ
ン
の
森
川
さ
ん
は
、
特

に
〈宇
宙
流
〉
と
呼
ば
れ
る
名
人
の
棋
風
が
お
気
に
入
り
。
「
強
い

棋
士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
棋
風
を
持

っ
て
い
ま
す
。
武
宮
名
人

の
宇
宙
流
と
は
、

碁
盤
の
中
央
の
地
を
厚
く
す
る
戦
術
で
、
そ
の

名
の
と
お
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
特
徴
な
ん
で
す
。
自
分
も
あ

ん
な
棋
風
を
身
に
付
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

当
面
の
目
標
は
、
志
望
大
学
に
合
格
し
、
囲
碁
部
で
活
躍
す
る

こ
と
。
「
将
来
は
、

子
ど
も
た
ち
に
囲
碁
を
教
え
て
、
そ
の
楽
し

さ
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
に

っ
こ
り
。
こ
れ
か
ら
も
、

ま
す
ま
す
そ
の
棋
風
に
磨
き
を
か
け
、

碁
盤
の
上
に
大
き
な
宇
宙

を
描
き
続
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

はるか飛鳥工人に思いを馳せて
一小杉丸山史跡公園-

レポーター:大原綾子さん(富山医科薬科大学)

(表紙の人)

A 登窯を復元

小
杉
町
か
ら

大
門
町
に
か
け

て
の
射
水

E
陵

に
は
、
古
代
の

す

え

さ

が

ま

須
恵
器
窯
や
製

鉄
炉
の
跡
な
ど

が
数
多
く
分
布

し
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
回
私

が
訪
れ
た
小
杉

丸
山
遺
跡
か
ら

は
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
大
規
模
な
工
房
跡
、

っ
て
い
ま
す
。

さ
っ
そ
く
、
史
跡
公
園
の
川
筋
さ
ん
に
圏
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
公
園
入
口
に
あ
る
明
る
い
色
調
の
木
造
建
築
物
が
「
帯
都
五
刈
仇
響
。

そ
の
名
の
と
お
り
、
飛
鳥
時
代
(
七
世
紀
頃
)
に
こ
の
地
で
活
躍
し
た
工

人
の
様
子
を
紹
介
す
る
施
設
で
す
。
館
内
に
は
、
瓦
や
須
恵
器
な
ど
の
復

元
レ
プ
リ
カ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
製
鉄
炉
跡
、か
出
土
さ
れ
た
状
態

そ
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
川
筋
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
六
世
紀
頃
か

は

じ

き

か

ま

ら
野
焼
き
の
土
師
器
に
か
わ
っ
て
窯
焼
き
の
須
恵
器
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
器
の
用
途
も
煮
炊
き
用
か
ら
保
存
用
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
瓦
の
文
様
芯
ど
か
ら
、
越
中
国
府
が
あ
「
↓
|
|

っ
た
伏
木
の
寺
院
の
瓦
が
、
こ
こ
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
一
一
ト

と
も
判
明
し
た
と
の
こ
と
。
「
つ
ま
り
こ
こ
は
、
古
代
の
工
一
一
む

業
地
帯
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
川
筋
さ
ん
の
説
明
に
、
一
週
一閥

思

わ

ず

納

得

。

一

宮
一
例
目

屋
外
の
所
々
に
は
、
窯
の
あ
っ
た
場
所
に
石
が
敷
き
つ
一
品

小
口

-

F郡
谷

め
ら
れ
、
そ
の
形
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
す
。
ま
一
日

和
井

田
恒

斗
叶
d

区ヲ

た
、
艶
需
が
当
時
の
ま
ま
復
元
さ
れ
て
い
て
、
実
際
に
こ

師

射
青

こ
で
陶
器
を
焼
い
て
み
る
体
験
学
習
も
予
定
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
小
杉
丸
山
史
跡
公
園
で
、
は
る

か
古
代
の
飛
鳥
工
人
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

住
居
跡
が
発
見
さ
れ
、
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月9日，._1 1日、 24・25日

の野生生物映像が一堂;こ日間135 
g~月 1 日

花ある人を育てた
世界野生生物フィルム ・ツアー inとやま彩りとやま緑化祭 '96閉幕

V羽仁進氏による映像トーク

自
然
、
動
物
、
見
虫
、
植
物

な
ど
数
々
の
貴
重
な
映
像
を
上

映
す
る
「
世
界
野
生
生
物
フ
ィ

ル
ム
・
ツ
ア

l
mと
や
ま
」
が

八
月
九
日
か
ら
十

一
日
お
よ
び

八
月
二
十
四
・

二
十
五
日
、
県

下
回
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。乙

れ
は
、
本
県
で
隔
年
開
催

さ
れ
て
い
る
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ

イ
ル
ド
ラ
イ
ブ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
連
携
し
て
、
そ
の
非
開
催
年
に
「
富
山
H
野

生
生
物
」
と
し
て
の
定
着
を
図
る
た
め
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

ワ
イ
ル
ド
ス
ク
リ
ー
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ

l
ル
の
各
映
像
祭
で
の
優
秀
作

品
十
本
を
上
映
。
会
場
と
な
っ
た
タ
ワ

1
1
1
1
(
富
山
市
)
、
ア
・
ミ
ュ

l
ホ
l
ル

(
福
野
町
)
、
ラ
・
ポ
ー
ル
(
小
杉
町
)
、
黒
部
市
吉
田
科
学
館
に
は
四
会
場
で
延
べ
約

五
千
人
の
観
客
が
訪
れ
、
日
頃
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
大
自
然

の
営
み
の
映
像
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

乙
の
ほ
か
、
富
山
会
場
で
は
、
野
生
生
物
写
真
家
、
岩
合
光
昭
氏
の
写
真
展
や
、
映

画
監
督
、
羽
仁
進
氏
の
映
像
ト

l
ク
な
ど
も
催
さ
れ
、
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
に
は
、

自
然
や
環
境
保
全
へ
関
心
を
深
め
る
た
め
の
よ
い
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

自主防災の輪

企来場者を見送る中沖知事ら

2 

企野生のパンダが誕生し、巣立っていくまでを描いた
世界初の長期研究記録 『パンダの秘密jより

下一
企起震車で震度 7を体験

災
害
に
強
い
町
、つ
く

り
と
県
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
目
的
に
、
初

め
て
の
富
山
県
防
災
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
八
月

二
十
五
日
、
県
民
公
園

太
閤
山
ラ
ン
ド
で

一
般

県
民
や
消
防
防
災
関
係

者
約
五
千
人
を
集
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
「
み
ん

な
で
広
げ
よ
う
自
主
防

災
の
輪
」
。
ふ
る
さ
と

パ
レ
ス
で
行
わ
れ
た
開

会
式
で
は
、
中
沖
知
事
、

鹿
熊
県
消
防
協
会
長
ら

の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続

き
、
地
域
防
災
に
積
極

的
に
貢
献
し
て
い
る
県

内
の
自
主
防
災
組
織
に

も意明議 ま対
あ識氏専ましし
り」の門たたて

ま尽、と「委、 。表

しく会題地員中 彰
たし場し 震 の央 が
。たをたと伊防 行
多埋講住藤災 わ
くめ演民和会 れ
の
人
々
は

鼠l

昧
深
げ

耳
を
傾
け
て

四
月
十
三
日
か
ら
百
三
十
五
日
間

に
わ
た
り
「
ま
ち
・
ひ
と
・
く
ら
し

|
花
あ
る
人
を
育
て
る
緑
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
た
第
十
三
回
全
国
都

市
緑
化
と
や
ま
フ
ェ
ア
「
彩
り
と
や

ま
緑
化
祭
%
」
が
九
月

一
日
、
閉
幕

し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
の

一
つ
、
高
岡
お
と
ぎ
の
森
公
園
で
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
は
、
実
行
委

員
長
の
中
沖
知
事
が
「
こ
の
フ
ェ
ア
を
契
機
と
し
て
都
市
緑
化
の
機
運
が
高
ま
り
、
さ

ら
に
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
感
で
き
る
地
域
別
つ
く
り
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
に
よ
る
祝
辞
、
各
種
花
飾
り

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
に
続
い
て
、
中
沖
知
事
、
佐
藤
高
岡
市
長
、

阿
部
砺
波
市
長
か
ら
、
次
期
の
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
開
催
地
で

あ
る
広
島
市
の
平
岡
市
長
に
フ
ェ
ア
旗
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

平
岡
市
長
は
、
「
広
島
に
と
っ
て
花
と
緑
は
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
。

富
山
県
に
続
い
て
開
く
緑
化
祭
で
、
緑
と
命
を
育
ん
で
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
閉
会
式
終
了
後
は
、
中
沖
知
事
を
は
じ
め
実
行
委

員
会
関
係
者
が
、
出
口
ゲ
l
ト
で
来
場
者
を
見
送
り
ま
し
た
。

会
期
中
は
、
県
下
六
会
場
あ
わ
せ
て
約
百
九
十

一
万
人
(
う
ち

高
岡
市
の
二
つ
の
メ
イ
ン
会
場
に
は
、
五
十
二
日
間
で
約
百
九
万

人
)
が
訪
れ
、
花
と
緑
を
大
切
に
す
る
心
を
全
国
に
向
け
て
発
信

し
ま
し
た
。

』

P

消
防
防
災
グ
ツ
ズ
の
展
示

hv
高
さ
叩
m
の
梯
子
車
の
試
乗

屋
外
で
は
、
各
種
消
防
防
災
グ

ッ
ズ
の
展
示
販
売
を
は

じ
め
、
震
度
七
ま
で
体
験
で
き
る
起
震
車
や
高
さ
五
十
メ

ー
ト
ル
の
梯
子
車
の
試
乗
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
展
示

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
射
水
消
防
署
の
レ
ス
キ

ュ
ー
隊
員
が
、
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
被
災
者
を
救
出
す
る
実

技
訓
練
を
披
露
。
家
族
連
れ
ら
は
、
熱
心
に
見
入

っ
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
契
機
に
、
県
民

一
人
ひ
と

り
の
自
主
防
災
意
識
が
高
ま
る
と
と
も
に
そ
の
輪
が
広
が

り
、
災
害
に
強
い
町
前
つ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
く
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

平成8年 8月9日~平成8年 9月 10日

野生生物フィルム・ツアー inとやま ("""11日、

24日・ 25日)

第3固Uターンフェア・イン・とやま

第34回富山県戦没者追悼式

第4固環日本海インターハイ親善交流大会

("""31日)

8月23日 第14回北方領土返還要求富山県大会

8月25日 富山県防災フェスティバル

9月1日 第13回全国都市緑化とやまフ工ア閉会式

9月3日 平成8年度富山県総合防災訓練

9月5日 富山県がん攻略シンポジウム

9月6日 日本海沿岸16道府県知事サミット(東京)

9月10日 9月定例県議会(提案理由説明)

8月9日

8月14日

8月15日

8月2日
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公布・施

は、高齢

化、少子化、核家族化等の進展に伴う様々な福祉に関

する問題に対応するため、福祉施策を総合的に推進し、

県民の福祉の増進を図ることを目的にその基本理念や

基本的な施策などを明らかlこするものです。

4 

高
齢
化
、
少
子
化
、
核
家
族
化
等
の
進
展
に
伴
う

家
庭
に
け
る
介
護
能
力
等
の
低
下
に
対
応
す
る
た

め
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
、

介
護
嘉
援
稼
制
の
整
備
を
図
り
、
ま
た
障
害
者
等
の

社
会
参
加
叫
を
促
進
す
る
環
境
や
児
童
が
健
全
に
生
ま

れ
責
つ
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
と
と
が
、
大
き

お
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

¥
富
山
県
民
福
祉
条
例
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
本
県
独
自
の
立
場
か
ら
福
祉
施
策
に
つ
い
て
、

今
後
の
基
本
的
方
向
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。

人
材
等
の
ソ
フ
ト
面
と
生
活
開

設
の
整
備
等
の
ハ

l
ド
面
の
両

ち
た
る
総
合
的
条
例

で
の
県
民
を
対
象
と
し
、
特
に

者
、
障
害
者
等
に
配
慮

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
福

に
関
す
る
産
業
の
振
興
等
、
新
し

い
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

4
.
幅
広
く
県
民
の
意
見
を
聴
い
て
策
定

県
ぞ
は
、
?
」
の
条
例
に
基
づ
き
、
「
人
情
つ
く
り
」
、
「
ネ
ッ

ト
d
」
A
j
n
つ
く
り
」
、
「
ま
ち

w

つ
く
り
」
を
基
本
と
し
て
次
の

よ
う
な
福
柾
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

福
祉
の
輪
の
形
成

(
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
柿つ
く
り
)

・
保
健
、
医
療
及
び
福
祉
等
の
施
策
の
有
機
的
連
携
と
多
様

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
整
備

・
福
祉
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
や
す
い
環
境

づ
く
り

・
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
の
体
制
の
整
備

・
高
齢
者
、
障
害
者
等
に
対
す
る
福
祉
に
関
す
る
情
報
提
供

の
充
実

-
自
立
と
社
会
参
加
へ
の
環
境
整
備

(
ま
ち
"つ
く
り
)

〈〉
社
会
環
境
の
整
備

・
県
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
の
支
援

・
介
護
の
支
援
体
制
や
福
祉
施
設
の
整
備
の
促
進

・
母
子
保
健
等
の
充
実
や
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ

た
め
の
環
境
愉
つ
く
り

-
障
害
者
教
育
の
充
実

・
高
齢
者
、
障
害
者
の
就
労
機
会
の
確
保
の
た
め
の
職
業
能

力
開
発

・
高
齢
者
、
障
害
者
の
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
等
へ
の
参
加
の
機

会
の
確
保

・
防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
の
確
保
等

・
福
祉
に
関
す
る
産
業
の
振
興
と
、
福
祉
用
具
等
の
研
究
開

発
の
推
進

〈〉
生
活
環
境
の
整
備

・
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
、
つ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
生
活
関

連
施
設
の
整
備
基
準
の
策
定
や
新
築
等
の
届
出
な
ど
(
な

お
、
整
備
基
準
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
規
則
で

定
め
る
予
定
で
す
。)

し
あ
わ
せ
に
生
き
る

福
祉
社
会
を
め
ざ
し
て

県
で
は
、
市
町
村
、
事
業
者
、
県
民
の
連
携
協
力
の
も
と
、
「
幸
せ

に
生
き
る
福
祉
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。
県
民
の
皆
さ

ん
も
、
と
の
条
例
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
互
い
に
支
え
合
い
共
に
生
き
る
地
域
社
会
同
つ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

5 



こ
の
条
例
は
、

富
山
県
民
文
化
条
例
が
平
成
8
年

9
月
幻
自
に
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

6 

ゆ
と
り
と
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

さ
と
富
山
」

「
文
化
の
香
り
高
い
ふ
る

文
化
の
振
興
に
関
す
る

が
創
造
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、

本
理
念
や
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

今
日
、
県
民
の
生
活
意
識

が
「
物
の
豊
か
さ
」
に
加
え

「
心
の
豊
か
さ
」
を
求
め
る
よ

う
に
な
る
な
か
で
、
文
化
の

振
興
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
県
に
は
、
先
人
の
遺
産
と
し
て

受
け
継
が
れ
た
優
れ
た
伝
統
文
化
が

あ
る
ほ
か
、
新
し
い
文
化
も
次
々
に

創
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
特
色
あ
る
文
化
施
設
の
整
備
も
進

み
、
様
々
な
催
し
が
数
多
く
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
今

年
は
、
「
い
の
ち
と
く
ら
し
と
や

ま
マ
ン
ダ
ラ
大
絵
巻
」
を
テ

l
マ
に

第
日
回
国
民
文
化
祭
と
や
ま
%
が

県
内

一
円
で
開
催
さ
れ
、
音
楽
や
演
劇
、
舞
踊
な
ど
多
彩
な
文

化
の
祭
典
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、
県
民
の
文
化
に
対
す
る

関
心
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ご
れ
ら
を
踏
ま
え
、
富
山
県
民
文
化
条
例
の
制
定
に
よ
っ
て

文
化
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
す
る

ご
と
に
し
て
い
ま
す
。

並
査
側

立
首
脳
柳
一

爪
川

W

山
首
均
一

時
中
山
川
叩

富
山
県
民
文
化
条
例
は
、
次
の
四
つ
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

①
文
化
の
振
興
は
、
ァ
.
県
民
の
文
化
活
動
を
通
じ
た
心
の
豊
か
さ
の
追
求

が
支
援
さ
れ
る
こ
と
イ
.
地
域
文
化
の
創
造
活
動
が
促
進
さ
れ
る
こ
と

ウ
.
こ
れ
ら
を
通
じ
て
活
力
あ
る
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
文
化
の
香
り
高
い
ふ
る
さ
と
富
山
」
が
創
造
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し

て
、
県
民
と
と
も
に
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

②
文
化
の
振
興
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
の
担
い
手
が
一
人
ひ
と
り
の
県
民
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
の
自
由
な
文
化
活
動
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。

③
地
域
の
文
化
遺
産
は
、
県
民
が
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
共
通
の
財
産

と
し
て
将
来
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

④
国
際
文
化
交
流
は
、
そ
れ
が
国
際
相
互
理
解
及
び
文
化
の
発
展
に
資
す
る

こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

基

動
の
場
の
整
備
、
文
化
交
流
の
促
進
等

④
文
化
交
流
を
支
え
る
人
材
・
施
設
の
確
保
等
、

う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
文
化
的
な
生
活

環
境
の
整
備
及
び
施
設
が
地
域
の
景
観
と
の

調
和
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
に
す
る
な
ど
文
化

性
の
導
入
等

⑤
文
化
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
、
文
化

に
関
す
る
産
業
の
振
興
等

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
富
山
県
民
文
化
計
画
を
策

定
す
る
ほ
か
、
文
化
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的

事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、

富
山
県

文
化
審
議
会
を
設
置
す
る
ご
と
に
し
て
い
ま
す
。

と
の
ほ
か
、
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
財
政
上
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
や
、
市
町
村
及
び
民

間
団
体
等
に
対
し
て
は
必
要
な
援
助
が
で
き
る
こ
と
、
文

化
の
振
興
に
関
す
る
調
査
研
究
、
文
化
の
振
興
に
関
し
功

績
の
あ
っ
た
者
ま
た
は
優
良
な
事
例
の
顕
彰
に
努
め
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

県
民
の
自
主
性
お
よ
び
創
造
性
が
発
揮
さ
れ
る
よ

う
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
県
民
が
文
化
に
親
し
み
、
文

化
を
生
活
に
生
か
し
、
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
諸
条
件
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
を
施
策

の
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
方
針
の
も
と
に
、
次
の
と
お

り
文
化
振
興
お
よ
び
文
化
活
動
の
条
件
の

整
備
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

①
芸
術
文
化
、
伝
統
文
化
お
よ
び
生
活
文

化
等
の
振
興

九

②
国
際
文
化
交
流
お
よ
び
環
日
本
海
文
化

交
流
の
推
進

③
文
化
活
動
の
担
い
手
の
育
成
、
文
化
活

県
で
は
、
今
後
、
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
県
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
乙
の
条
例
に
基
づ
き
文
化
の
振
興
を
図
り
、
ゆ

と
り
と
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
県
民
生
活
の
実
現
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
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入

善

町

の

概

要

半
半
米
米
ー
米
ー
米
米
米
国米
米
-
米
ー
米
米
来
ー
米
ー
米

黒
部
川
扇
状
地
の
六
割
を
占
め
る
広
い
平
野
に
恵
ま
れ
、
コ
シ
ヒ
力
リ

な
ど
の
良
質
米
産
地
と
し
て
知
う
れ
る
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
藤
原
イ
チ
ゴ

の
栽
培
も
盛
ん
で
、
富
山
ジ
ャ
ン
ボ
ス
イ
力
は
夏
の
昧
寛
の
王
様
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
、
環
境
庁
で
実
施
し
た
「
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
の

が
、
黒
部
川
扇
状
地
湧
水
群
。
入
善
町
で
は
水
質
保
存
の
た
め
、
地
下
水

の
総
合
的
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

「
米
は
生
き
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
品
質
を
落
と
さ
ず
に
長
持
ち
さ
せ

る
に
は
、
や
っ
ぱ
り
俵
が
一
番
で
し
ょ
う
ね
」
と
、
米
俵
"つ
く
り
名

人
の
長
島
文
次
さ
ん
。

本
来
、
米
俵
と
い
え
ば
大
人
が
や
っ
と
持
て
る
よ
う
な
大
き
な
も

の
を
想
像
す
る
が
、
長
島
さ
ん
が
作
る
米
俵
は
、
重
く
て
も
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
程
度
の
ミ
ニ
米
俵
で
あ
る
。
「
贈
答
品
と
し
て
喜
、
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
に
も
、
複
数
の
米
俵
を
紅
白
の
紐
で
結
わ
え
た
『
福
俵
』

も
作
っ
て
る
ん
で
す
よ
」。

飾
り
用
と
し
て
評
判
の
福
俵
は
、

グ福
を

呼
ぶ
俵
が
と
し

て
、
嫁
入
り
の

時
や
新
築
の
時

な
ど
縁
起
物
と

し
て
も
使
わ
れ

て
い
る

。
長
島

さ
ん
が
米
俵
作

り
を
始
め
た
の

は

十

四

年

前

。

町
の
農
業
祭
に

特
産
物
と
し
て

出
品
し
た
と
乙

ろ
、
好
評
を
得

た
の
が
き

っ
か

け
だ
。
「
県
外
の

方
に
贈
る
と
喜

ば
れ
る
ら
し
く
、
毎
年
米
を
持
参
し
て
俵
を
編
ん
で
欲
し
い
と
い
う

人
も
い
る
ん
で
す
よ
」
と
長
島
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
だ
。
人
気
の
秘

密
は
、
見
た
目
だ
け
で
は
な
く
、
お
米
の
品
質
を
保
つ
通
気
性
の
良

さ
に
も
あ
る
ら
し
い
。

わ
ら
に
固
ま
れ
、
仲
間
同
士
が
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
編
み
上
げ
て
い
く
米
俵
。
そ
の

一

つ

一
つ
に
は
長
島
さ
ん
た
ち
の
暖
か
い
真
心
が

詰
ま
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

企長島文次さん

h

p

H

福
を
呼
ぶ
a

福
俵

人口/28.814人

面積/71.29kni

(平成 8年日月 1日現在)

木正のロマン:/J汚票う芸術の森
;磁調盟国置盟璽霊園
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企アトリエ内

企長縄宣さん

取
り
壊
さ
れ
る
運
命
に

あ
っ
た
レ

ン
ガ
造
り
の
発

に
ぎ
や
ま

電
所
が
、
「
下
山
芸
術
の
森

ア
l
ト
ス
ペ
ー

ス
」
と
し

て
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

「
大
正
十
四
年
に
建
て
ら

れ
た
発
電
所
の
雰
囲
気
を

残
す
た
め
、
機
械
の

一
部

は
そ
の
ま
ま
に
し
て
ほ
か
に
は
な
い
美
術
館
に
し
た
ん
で
す
よ
」

せ
ん

と
学
芸
員
の
長
縄
宣
さ
ん
。
そ
の
言
葉
の
と
お
り
、
館
内
に
入

る
と
直
径
三
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
導
水
管
や
、
発
電
用
タ
ー
ビ
ン

が
あ
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
。
「
乙
こ
で
は
主
に
現
代
美
術
を
中
心

に
企
画
展
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
井
ま
で
十
四
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
の
で
大
型
制
作
物
を
天
井
か
ら
つ
り
下
げ
た
り
、
い

ろ
ん
な
展
示
方
法
が
可
能
な
ん
で
す
よ
」。

敷
地
内
に
は
こ
の
美
術
館
の
ほ
か
、
実
際
に
制
作
が
出
来
る
ア
ト
リ

エ
や
扇
状
地

一
帯
を
見
渡
せ
る
展
望
棟
な
ど
が
あ
る
。
特
に
ア
ト
リ
エ

に
は
、
木
彫
や
石
彫
な
ど
の
制
作
に
便
利
な
よ
う
に
ク
レ
ー
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
「
ア
ト
リ
エ
で
制
作
し
た
作
品
を
、
順
次
ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
で
展
示
し
て
い
く
の
が
理
想
で
す
。
現
在
は
、
ア
ト
リ
エ

で
の
長
期
制
作
に
備
え
て
宿
泊
棟
を
建
設
中
な
ん
で
す
よ
」
。
つ
ま
り
、

下
山
芸
術
の
森
は
、
単
に
作
品
群
を
展
示
す
る
美
術
館
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
今
を
生
き
る
美
術
の
発
信
基
地
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

“自分の管理は白方の手でが理週です

企アクアエクササイズの様子

「体
の
機
能
は
、
運
動
し
な
い
と

必
ず
衰
え
て
く
る
も
の
な
ん
で
す
」

と
語
る
の
は
、
健
康
運
動
指
導
士
の

上
野
美
和
子
さ
ん
。

入
善
町
出
身
の
上
野
さ
ん
は
、

二

十
年
に
わ
た
り
東
京
な
ど
で
看
護
婦

を
務
め
、
そ
の
問
、
健
康
運
動
指
導
士
や
ヘ
ル
ス
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

様
々
な
資
格
を
取
得
し
た
。
ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊
や
国
際
協
力
事
業
固
な
ど
を
通
じ
て
、

海
外
で
の
医
療
活
動
に
従
事
す
る
な
ど
、
履
歴
書
に
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
経
歴
の
持
ち
主

で
あ
る
。

あ
け
ぴ

現
在
は
、
健
康
増
進
施
設

「パ

l
デ
ン
明
日
』
で
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
な
ど
の
運
動
指
導
を
行
う
。
「
最
近
私
た
ち
は
、
体
に
酸
素
を
た
く
さ
ん
取
り
込
む
運

動
を
し
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
、
体
の
機
能
が
低
下
す
る

だ
け
で
な
く
、
成
人
病
な
ど
に
も
つ
な
が
る
ん
で
す
よ
」
。

た
だ
、
運
動
を
継
続
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
、
と

上
野
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
「
と
に
か
く
、
い
か
に
好
き
に
な

っ
て
も
ら
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
ね
」
。

上
野
さ
ん
の
今
後
の
課
題
は
後
継
者
の
育
成
。
運
動
の
分

野
だ
け
で
は
な
く
、
医
学
の
面
で
理
解
し
な
が
ら
指
導
で
き

る
人
を
育
て
た
い
と
い
う
。
「
で
も
結
局
は
、
自
分
の
体
は

自
分
で
管
理
す
る
の
が
理
想
で
す
。
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る

の
が
私
の
役
目
な
ん
で
す
よ
」
と
、
上
野
さ
ん
は
笑
顔
で
締

め
く
く

っ
た
。

企上野美和子さん
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指
揮
者
が
登
場
、
拍
手
が
止
み
、
い

よ
い
よ
序
曲
が
始
ま
る
。
こ
の
時
の
緊

張
感
と
い
う
も
の
は
、
演
奏
す
る
側
に

と
っ
て
も
、
聴
く
側
に
と
っ
て
も
た
ま

ら
な
く
い
い
も
の
で
あ
る
。
と
に
か
く

ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
・
:
。
ご
の
快
感

を
知
っ
て
か
ら
何
年
に
な
る
だ
ろ
う
。

何
し
ろ
、
高
校
時
代
ま
で
は
多
少
音

楽
に
興
昧
は
あ
っ
た
・
も
の
の
、
ラ
ジ
オ

の
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て
る
時
に
、
ち
ょ

こ
つ
と
で
も
オ
ペ
ラ
ら
し
き
も
の
が
聞

こ
え
で
色
し
た
ら
「
う
わ
っ
/
」
と
小

う
め

さ
な
岬
き
声
と
も
言
え
そ
う
な
声
を
出

し
、
急
い
で
ダ
イ
ヤ
ル
を
よ
そ
へ
回
し

た
思
い
は
今
で
も
ハ

ッ
キ
リ
覚
え
て
い

る
。
そ
れ
程
、
合
唱
で
は
な
い
、
声
楽

の
独
唱
と
い
う
も
の
に
あ
る
種
の
違
和

感
、
い
や
嫌
悪
感
に
近
い
も
の
を
持
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
今
で
は
、
ど
う
し
て
ド
キ
ド

キ
ワ
ク
ワ

ク
な
の
か
考
え
る
と
不
思
議

で
あ
る
。

初
め
て
、

「お
も
し
ろ
い
も
ん
だ
な
オ

ペ
ラ
も
・:
」
と
思
っ
た
の
は
、
大
学
の
学
生
寮
の
食
堂
の
ち
ょ
っ
と
大
き
め
の
テ
レ
ビ

で
、
な
ん
と
な

l
く
観
て
し
ま
っ
た
、
今
思
え
ば
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
フ
ィ
デ
リ
オ
」

が
終
わ
っ
た
時
。
字
幕
ス
ー
パ
ー
で
ス
ト
ー
リ
ー
に
興
昧
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
声

も
音
楽
も
全
く
印
象
に
残
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
後
、
家
族
だ
か
友
人
だ
か
に
誘
わ
れ
、

な
ん
と
こ
れ
も
今
思
え
ば
、
本
場
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
ペ
ラ
の
「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」

を
上
野
の
文
化
会
館
で
観
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
眠
く
て
眠
く
て
:
・
、
字
幕

は
な
い
し
意
昧
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
し
・
:
。
で
も

一
曲
だ
け
、
『
こ
り
や
お
・
も
し

ろ
い
曲
、
だ
な
、
声
も
立
派
だ
し
:
・
』
と
思
っ
た
事
が
あ
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。
そ

12 

れ
は
、
レ
ポ
レ
ロ
の
ア
リ
ア
で
、
カ
タ
ロ
グ
の
歌
。

な
ん
と
ご
主
人
様
の
女
性
遍
歴
を
歌
っ
た
歌
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
例
の
嫌
悪
感
な
る
も
の
は
少

し
な
く
な
り
、
徐
々
に
オ
ペ
ラ
に
親
し
み
始
め
、
合

唱
団
に
誘
わ
れ
、
声
楽
の
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
る
事
を

す
す
め
ら
れ
、
そ
の
気
に
な
っ
て
音
大
の
声
楽
科
に

入
り
、
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
せ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
に

恵
ま
れ
た
。
そ
こ
で
は
本
当
に
毎
晩
の
よ
う
に
東
西

ベ
ル
リ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
場
に
通

っ
た
も
の
で
あ

る
。
帰
国
し
て
か
ら
は
、
東
京
で
二
期
会
や
他
の
オ

ペ
ラ
団
体
か
ら
の
依
頼
で
オ
ペ
ラ
に
出
演
し
て
、
オ

ペ
ラ
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
れ
な
り
の
充
実

感
は
味
わ
う
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
そ
の
後
イ
タ
リ

ア
に
留
学
し
て
帰
国
し
、
次
の
年
に
富
山
県
に
来
て

か
ら
は
、
じ
っ
と
し
て
い
て
は
オ
ペ
ラ
と
縁
遠
く
な

っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
オ
ペ
ラ
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
い
る
人
は
ほ
ん
の

一
握
り
。
あ
と
は
以
前
の
自
分

の
様
に
、
違
和
感
を
持
っ
て
い
る
か
或
い
は
無
関
心

な
人
が
多
い
。
演
奏
し
た
り
聴
い
た
り
の
、
あ
の
ド

キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
を
こ
こ
で
も
昧
わ
い
た
い

。
な
ん

と
か
オ
ペ
ラ
の
楽
し
さ
を
伝
え
ね
ば
。
オ
ペ
ラ
で
も

草
の
根
、
い
や
草
の
音
運
動
が
必
要
な
の
か
も
知
れ

出
前
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
で
も
、
楽
し

さ
の
サ
ワ
リ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
。
そ
し
て

一
人
で
も
多
く
の

人
に
い
つ
か
本
物
に
出
合

っ

て
も
ら
い
、
地
元
或
い
は
よ
そ
の
団
体
に
よ
る

オ
ペ
ラ
公
演
が
盛
ん
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
、
仲

間
と
「
と
や
ま
の
森
歌
劇
団
」
を
つ
く
っ
た
。

草
の
音
を
大
切
に
し
つ
つ

:・
。

F

L

除
、.喝
O

A
ω
L
 

地域情報化フォーラム

1 1月8日(金)
富山県教育文化会館午前9時30分

富山県高岡文化ホール 午後 1時30分

新湊市中央文化会館午後 1時45分

富山県新川文化ホール 午前 9時25分

砺波市文化会館午後 1時

開催地の地域特性を背景とする事例を交

えて、地域における情報化の「今jと21

世紀のビジョ ンを検討し、マルチメディ

ア・ライフへの理解の場をステージに表

現。

議
マ
ル
チ
拠

地域情報化サミ!ツト

1 1月フ日(木)情愛 11時 15分

富山市芸術文化ホー抄

テーマ「住みよいまちから住みだいまちヘ」

「学び・遊ぶJr働く Jr暮らすJ~の 3 つの視

点から 、「住みたいまちJを創造するために

マルチメディアをどう役立てる Eを討論・

提言。

コーテごイネーター

柏倉康夫 京都大学文学研究誹教授

コメンテーター

月尾嘉男 東京大学工学部教授

中尾哲雄 (樹インテジク代表碍締役社長

立川志の輔落語家

小平桂子アネット ニュース ャスー夕日

地域情報化フェア

1 1月7日(木)，._旧日{日)午前JOEこ午後5時

テクノホール(メイン会場)情報ビル(サブ会場)

マルチメディアの便利さや楽しさを、わかりやすく実感するための体験フェ

1'0 情報機器やシステムの展示 ・実演のほか、映像ソフトやゲームソフト、

インターネットなどを紹介。

「住みよさ日本一」といわれる富山県。

今後、「住みよい県」から「住みたい県」をめざすときクローズアップされるのは、

“マルチメディアがもたらすゆとりや豊かさ"という新しい価値観です。

富山県で開催する 『全国マルチメディア祭'96inとやまJは、マルチメディアがもたらす暮らしの変化を

富山県の事例をもとに検証し、今と未来の可能性をつぶさに見つめて触れて実感する 4日間のプログラムです。
ガン

テーマは、 『飲んでみ5れ マルチ丸j，._住みよいまちから住みたいまちヘ~。

富山県が発信する「情報化社会の祭典」はいま、

文字どおり“マルチプルな時代への扉"を大きく聞きます。

ad. jp/mm96/ 

干 930・80 富山市新総自輪 1・7

全国マルチメディア祭'96inとやま実行委員会事務局(県庁情報企画課内)

怨 o764 (44) 3 1 1 6 

FAX 0 7 6 4 (44) 3 4 8 3 

E-mail:mm96@pref. toyama. jp 

ホームページ http://www. triton. 

間含せ
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県
立
近
代
美
術
館
、
が
、

1
9
8
5
年
か
う
3
年
ご
と
に
開
催
し

て
い
る
「
世
界
ポ
ス
タ
ー
ト
リ
工
ン
ナ

l
レ
ト
ヤ
マ
」
展
の
過
去

4
回
の
入
賞
、
入
選
、
審
査
員
作
晶
約
4
0
0
点
を
展
示
し
ま
す
。

会

期

9
丹
羽
田
出

i
叩
月
お
日
制

休
館
日
月
曜
日
(
国
民
文
化
祭
会
期
中
は
無
休
)

観

覧

料

一

般

2
0
0
(
1
6
0
)
円

高
・
大
生

1
6
0
(
1
0
0
)
円

小
・
中
学
生

1
0
0
(
印
)
円

(
)
内
は
別
人
以
上
の
団
体

県
立
近
代
美
術
館

2
0
7
6
4
1
引

1
7
1
1
1

問
合
せ

越
中
の
戦
国
期
は
一
撲
の
時
代
で
し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、

激
動
の
歴
史
を
つ
く
っ
た
越
中
の
一
向
一
撲
に
関
係
の
あ
る
貴
重

な
古
文
書
を
展
示
し
ま
す
。

期

間

平

成

8
年
叩
月
同
日
何

i
ロ
月
間
日
制

午
前
9
時

i
午
後

5
時
(
土
・
日
・
祝
日
は
休
館
)

公
文
書
館
展
示
ホ
ー
ル
(
富
山
市
茶
屋
町
ね

1
2
)

無
料

富
山
県
公
文
書
館
資
料
課

2
0
7
6
4
1
M
1
4
0
5
0
 

場

所

入
場
料

問
合
せ

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た

き
め
こ
ま
や
か
な
社
会
復
帰
へ
の
支
援
を
行
い
、
「
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
」
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

時

叩

月

辺

白

川W
か
ら
け
月
辺
日
制
ま
で
の
火
曜
日
お
よ
び

金
曜
日
(
計
叩
回
)

精
神
保
健
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
る
人

日対
象
者

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
便
利
で
安
心
・
確
実
な
口
座

振
替
が
お
勧
め
で
す
。
こ
の
た
び
次
の
通
り
国
民
年
金
健
康
保
養

セ
ン
タ
ー
ひ
み
ペ
ア
宿
泊
券
(
叩
組
)
、
テ
レ
フ
ォ
ン
カ

l
ド
(
印

枚
)
な
ど
が
あ
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ま
だ
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
芯
い
方
も
、
こ
の
機

会
に
口
座
振
替
に
し
て
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間
叩
月
か
ら
刊
月
末
日
ま
で

応
募
対
象
者
現
在
口
座
振
替
し
て
い
る
方
お
よ
び
什
月
末
日
ま
で

に
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た
方

市
町
村
の
国
民
年
金
係
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
窓
口
に
提
出
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法奇麗

ロ
月
5
日
か
ら
8
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
富
山
県
勤
労
者
美
術
展

へ
の
出
晶
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
美
術
展
は
、
県
内
の
勤
労
者
が
自
由
時
闘
を
活
用
し
て
制

塁会定

霊場員

初
名

imω
名

高
岡
商
工
ビ
ル
ほ
か

叩
月
刊
日
制
ま
で
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

附
富
山
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

14 

競
技
方
法

申
込
み

3
名
)
・
女
子
の
部
(
女
子

4
名
)

予
選
は
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

叩
月
刊
ω
日
制
ま
で
に
管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
庶
務
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
(
各
区
分
判
チ
ー
ム
で
締
切
り
)

県
庁
保
険
課
宮

0
7
6
4
1
位

1
3
2
9
7

問
合
せ
・
申
込
み

〒
9
3
0

富
山
市
大
手
町
1
1
市

問
合
せ

富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん

に
薬
草
を
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
秋
の
薬
草

を
親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
(
参
加
無
料
)
。

日

時

叩

月

お

日

制

午
前
9
時
加
分
か
ら
午
後
3
時
加
分

場
所
富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
(
上
市
町
広
野
)

集
合
場
所
富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
上
市
駅

(
9
時

市
分
発
セ
ン
タ
ー
行
き
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。)

午
前
薬
用
酒
の
作
り
方
と
用
い
方
に
つ
い
て

午
後
薬
草
標
本
国
の
案
内
と
薬
草
の
育
て
方
に
つ
い
て

印
名

筆
記
用
具
・
昼
食

電
話
で
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

に
な
り
次
第
、
締
切
り
)

8
0
7
6
4
1
花

1
0
8
0
1

内

'*' fヨ「

8
0
7
6
4
1
お

1
0
3
8
3

と
れ
か
ら
の
子
育
て
や
家
庭
の
あ
り
方
は
、
ど
う
あ
る
べ
き

か
っ
・
ま
た
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
っ
・
海
外
の
識
者
を
招
き
、
国
際
的
な
比
較
を
し
な
が
ら
、
今

後
の
方
向
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
(
入
場
無
料
)
。

日

時

打

月

叩

日

間
午
前
叩
時

1
午
後

3
時
叩
分

場
所
富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
「
オ
ー
バ
ー
ド
ホ

l
ル」

構

成

①
開
会
式

②
基
調
講
演
(
外
国
人
招
聴
者

2
名
)

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締

切

り

平

成

8
年
叩
月
mm
日
叩
必
着
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
み
・
間
合
せ
県
庁
児
童
家
庭
課

〒
9
3
0
l
m

富
山
市
新
総
曲
輪
1
1
7

8
0
7
6
4
1
判

1
3
2
0
8

n
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
d

が
合
言
葉
の
ピ

l
チ
ポ

ー
ル
で
、
あ
な
た
も
気
持
ち
い
い
汗
、
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
た

く
さ
ん
の
事
業
所
チ

l
ム
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

平

成

8
年
什
月
9
日
出

9
時
開
始

場
所
富
山
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
(
富
山
市
秋
ケ
島
1
8
3
)

参
加
資
格

川
健
康
保
険

(政
府
管
掌
、
組
合
管
掌
)
の
被
保
険
者

ω大
会
前
固
ま
で
に
引
き
続
き
2
か
月
以
上
の
被
保
険

者
資
格
が
あ
り
、
当
日
も
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

無
料

混
合
の
部

(男
子

2
名

女

子

2
名、

競去

菩五h
Z子料

男
子

1
名

女

子

{
疋
ロ
貝

携
帯
品

応
募
方
法

(
{
疋
ロ
貝

作
し
た
美
術
作
晶
を
一
堂
に
展
示
す
る
も
の
で
、
今
年
で
幻
回
目
。

出
品
作
晶
は
鑑
査
を
行
い
、
入
選
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

部
門
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真

対
象
者
県
内
の
勤
労
者
で
あ
る
こ
と

出
品
作
品
最
近
制
作
し
た
未
発
表
の
作
品

1
人

1
部
門
に
つ
き

1
点

応
募
方
法
有
名
画
材
・
カ
メ
ラ
庖
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
書
に
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
応
募

募
集
期
限
刊
月
辺
日
倒
必
着

申
込
み
・
問
合
せ
県
庁
労
政
課

干

9
3
0
l
m

富
山
市
新
総
曲
輪
1
1
7

2
0
7
6
4
1
糾

1
3
2
5
6

地
方
拠
点
都
市
地
域
基
本
計
画
が
承
認
さ
れ
た
新
川
地
区
で
展

開
さ
れ
て
い
る
道
づ
く
り
、
川
づ
く
り
等
を
見
学
し
、
土
木
施
設

の
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

見
学
箇
所
北
陸
自
動
車
道
泊
ト
ン
ネ
ル
(
朝
日
町
)、

水
の
小
径

(
入
善
町
)
、
高
橋
川
(
黒
部
市
)
、
新
川
文
化
ホ

l
ル

(
魚
津
市
)
等

平
成

8
年
刊
月
初
日
制
午
前

9
時
(
県
庁
出
発
)
、
午

後
4
時
印
分
(
県
庁
解
散
)

平
成
8
年
叩
月
引
日
間
必
着

日

時

今
年

7
月
の
函
館
便
就
航
に
引
き
続
き
、
こ
の
た
び
富
山
空
港

に
お
け
る
第

6
番
目
の
圏
内
路
線
と
し
て
、
全
日
空
に
よ
る
関
西

国
際
空
港
便
が
就
航
し
ま
し
た
。
当
路
線
の
開
設
に
よ
り
国
内
外

各
地
へ
の
乗
り
継
ぎ
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

運
航
開
始
日
平
成
8
年
叩
月

1
日
側

運
航
便
数

1
日

1
往
復

運
航
ダ
イ
ヤ
関
空
発

8
一
旬

8
4
9
便

9
一
羽

富

山

発

叩

一

回

8
5
0
便

刊

一

m

工
ア
パ
ス
A
3
2
0
型
機

(
1
6
6
席
)

大
人
普
通
運
賃
通
常
期

多
客
期

閑
散
期

富
山
着

関
空
着

運
航
機
材

航
空
運
賃

、

噌

l
n
o

7
0
0
円

申
込
期
限

1

9
、

4
5
0
円

噌

l
p
o
、

7
0
0
円

対
象
者

叩
歳
以
上
の
一
般
県
民
刊
名
程
度

合
は
抽
選
)

無
料
(
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。
)

往
復
は
が
き

(
返
信
用
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
)
に
、

川
氏
名

ω年
齢

ω住
所
(
郵
便
番
号
)
刷
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
県
庁
企
画
用
地
課

干

9
3
0
l
m

富
山
市
新
総
曲
輪
1
1
7

(
希
望
者
多
数
の
場

参
加
料

申
込
方
法

8
0
7
6
4
1
判

1
3
3
1
3

将
来
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
へ
の
技
術
研
究
の
取
り
組
み
ゃ

様
々
な
分
野
で
の
情
報
化
な
ど
に
つ
い
て
、

8
人
の
講
師
が
話
題

提
供
し
ま
す
。

メ
イ
ン
テ
l
マ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
人
間

日

時

叩

月

旭

日

、

叩

目

、
什
月
9
日
、
市
日
の
各
土
曜
日

午
後
2
時

1
午
後
4
時
初
分

場
所
富
山
県
立
大
学
(
小
杉
町
黒
河
5
1
8
0
)

申
込
方
法
は
が
き
、
電
話
、

F
A
X
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
県
立
大
学
教
務
課

包

0
7
6
6
1
m
l
7
5
0
0

⑮
2
2
9
2
3
0
 

F
A
X
0
7
6
6
1
m
1
6
1
8
2
 

富山市新総由輪 1-7(県庁内) 豆
ft(0764) 31 -41 11附 云

31 -3131 (県民相談電話)三
FAX 44 -3300 (県民相読77ツ?J，.l言

高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父 211 (総合庁舎内)三
会 (0766)21 -941 1 ~的 豆

魚津地方県民相談室 魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)== 
ft(0765) 24 -531 1側 三

砺波地方県民相談室 砺波市幸町 1-7 (総合庁舎内) 三
合 (0763)33 -51 51 ~尚 三

・物価ダイヤル 三
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ 豆
さい。 ft(0120)16 -7400 (県庁県民生活課内) 言
.消費生活については
消費生活センター
富山市安住町 7-18 安住町第一生命ビル内 三
く一般相談は> ft(0764) 32 -9233 言
〈金融相談は> ft(0764) 33 -3252 :: 

消費生活センタ一高岡支所
高岡市本ヌ由J7-1本女l会館内 会(0766)25 -2777 :: 
・交通事故については 主
富山県交通事故相談所東別館 1階 E 
ft(0764) 31 -4111 内4400 :: 
・相談 110番
家庭問題・悪質商法 ・寛せい剤など、どんな相談にも 言

応Uます。 ヨニワルイヒトナシ 三
宮 (0764)42-0 1 1 0 三
・シルバー 110番 三
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者総 三
合相談センター
富山市舟橋南町 5・14 社会福祉会館内 三
台 (0764)41 -41 10 三
・よい子の育児電話相談 王
子育てに関して心配や悩みはありませんか。どん主主こ 三
とでもお気軽にお電話ください。
会(0764)33 -4150 (県庁生涯学習室内) 三

|、5のホットニュー;

見て、聞いて、ご意見をお寄せください。 -
.テレビ広報
.チューリップテレビ毎週土曜日 AM7:00~ ア:15 = 

「ふるさとトークJ
・富山テレビ毎週日曜日 AM9:00 ~ 9:30 三

il12万人のひろばークイズ/フォーカス -インJ 三
国北日本放送毎週日曜日 AM 1 1 :00 ~ 1 1 :30 :: 

「こんにちは富山県ですJ
10/6 健康管理は自分で 三
10/ 13 健やかな生育を願って 言
10/20 私たちのふるさと選挙 E 
10/27 友好の架け橋を結んで 5周年 三

.ラジオ放送 E 
・FMとやま ii3¥れあいホットライン」 里

県内告地かうホットな話題をクυア芯サウンドでお 云
とどけします。 三
毎週月~金曜日 AM9:50 ~ 9:55 言

・新聞広報 室
・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日 三

毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」

語1育研献唖司i
|曜日| 献血場所 | 時間 |言

|土 1JR福光駅前 11 O :OO~ 1 6 :00 I ~ 
1日|細入村役場前 11 O:OO~ 1 4:00|三
|月|福野町文化創造センター 11 O:OO~ 1 6 :00 I ~ 
1金|湖市役所前 11 2 : 30~ 1 6:00|三
|日|富山市中央通り 11 O:OO~ 1 6:30I ~ 
|金|大山町役場前 11 2:30~ 1 6:30|言

|日|富山西武前 11 O:OO~ 1 6:30 I ~ 
|日|黒部メルシ一前 11 O :OO~ 1 6:00|三
|金|大沢野町役場前 11 2:30~ 1 6:00 I ~ 

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞 ・テレ言
ピの街頭献血案内等でご確認下さい。 =

oマリ工とやま B階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日(年 言
末年始、マリエ休館日を除く)献血を受け付けています。 言
受付時間 全血献血 10 ∞-12: m 14 ∞-18 ∞ 三

成分献血 10 ∞-12 ∞ 14・∞-17.:::む 三
Oマリヱ献血ルーム (TEL0764-45 -4500) = 
血液センター (TEL0764-51 -5555) = 

-県政について
県民相談室
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結
成
田

m
L
念
い

ク
レ
ジ
ツ
F
P
カ
f
F
の
解
約

JZ 

、、
~ ド? ベを恥怒¥¥のl之へ~

↓ 
ミ瓦tp

之!'okよ!!

T
U
U
一
以
前
、
勧
め
ら
れ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
つ
く
っ
た
の

戸
忙
川
出

で
す
が
、
ま
っ
た
く
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
年
会
費
だ
け

が
毎
年
引
き
落
と
さ
れ
、
も
っ
た
い
な
い
の
で
解
約
し
た
い
の

で
す
が
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
?

カ
ー
ド
を
発
行
し
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
解
約
の
意
思

を
伝
え
、
会
社
所
定
の
解
約
届
出
書
等
を
提
出
す
る
と
と
も

に
カ
l
ド
を
返
却
し
ま
す
。
返
却
す
る
カ
l
ド
は
不
正
に
使
用
さ

れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
ハ
サ
ミ
を
入
れ
て
お
く
と
安
心
で
す
。

カ
ー
ド
会
員
(
消
費
者
)
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
関
係
は
、
入

会
時
に
渡
さ
れ
る
会
員
規
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
規

約
に
よ
る
と
、
カ
ー
ド
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
会
員
に
貸
与
し
て

い
る
も
の
で
す
。
会
員
は
自
分
の
も
の
を
取
り
扱
う
の
と
同
じ
く

ら
い
の
注
意
深
さ
を
も
っ
て
、
カ
ー
ド
を
使
用
・
管
理
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
わ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
カ
i
ド
を
勝
手
に
処

分
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
カ
l
ド

は
自
分
で
処
分
し
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
は
、
た
い
て
い
カ
l
ド
の
表
面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
「
利
用
す
る
つ
も
り
の
な
い
カ
l
ド
を
無
断
で
更
新

し
て
送
っ
て
き
た
」
と
い
う
苦
情
が
ょ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
期
限
が
切
れ
る
こ
と
が
即
解
約
に
は
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
注
音
叫
が
必
要
で
す
。

カ
ー
ド
を
多
く
持
っ
て
い
る
と
管
理
が
大
変
で
す
し
、
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
使
う
つ
も
り
の

な
い
カ
l
ド
は
解
約
し
、
保
有
枚
数
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
、

管
理
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(自
)
2
7
7
7

(
但
)

、

Q
U
円

f
」
円

J

つu

-----一〉一一
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-R「
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

ば
か
り
。
た
ま
に
は
、
お
父
さ
ん
の
こ
と

も
書
い
て
あ
げ
て
」
と
、
囲
碁
の
高
校
生

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
森
川
さ
ん
。
彼
女
に
囲

碁
を
教
え
た
の
は
、
お
祖
父
さ
ん
な
の
だ

か
ら
仕
方
が
な
い
。
「
お
父
さ
ん
の
言
葉
が

囲
碁
に
役
立
っ
た
と
か
、
優
勝
し
た
と
き

一
番
喜
ん
で
く
れ
た
と
か
、

何
か
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な
い
?
」

と
訊
ね
る
と

、
長
考
の
後
、
「
そ
ん
な
の
は
な

い
け
ど
、

毎
朝
駅
ま
で
送
っ
て
く
れ
ま
す
:
・
」
。

(K
)

女
先
日
、
先
輩
の
結
婚
式
と
披
露
宴
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
。

い
つ
も
は
何
事
に
も
豪
快
な
そ
の
人
の
思
い

つ
き
り
緊
張
し
た
表
情
や
挙
動
に
一
同
大
笑
い
し
な
が
ら

も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
人
の
幸
せ
を
願
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
は
あ
ま
り
飲
み
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
え
な
く

な
る
だ
ろ
う
と
思
う
と
ち
ょ
っ
と
さ
み
し
い
け
ど
、
そ
の

人
の
幸
せ
を
陰
な
が
ら
願
う
と
し
よ
う
。

(A
♂
)

女
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
は
道
に
迷
わ
な
い
も
の
と
、

絶
大
な
信
頼
を
持
っ
て
い
た
が
、
見
事
覆
え
さ
れ
る
出
来

事
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
通
り
す
が
り
の
人
に
道
を
聞
い

て
、
取
材
先
ま
で
を
理
解
し
た
よ
う
に
見
え
た
の
も
つ
か

の
間
、
運
転
手
さ
ん
は
、
言
わ
れ
た
と
お
り
に
進
ん
で
く

れ
な
い
。
思
わ
ず
「
そ
こ
は
真
っ
直
ぐ
で
す
よ
」
と
声
を

か
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
左
に
曲
が
る
運
転
手
さ
ん
。
ど
う

も
私
の
言
葉
は
、
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

(A
♀
)

今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真

を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X 18 

センチ)でプレゼン卜します。希望される

方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込

みください。平成8年11月22日消印有効です。

富
山
県
広
報
課

写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト

叩
月
号
係
あ
て

岡
山回目

凹団団団
凶寸

〕氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

年
齢

火
の
粉
の
な
か
に
神
輿
が
揺
れ
る

柿
沢
神
社
秋
季
祭
礼

神
輿
の
火
渡
り

(
上
市
町
)

上
市
町
の
柿
沢
神
社
で
は
十
月
二
十
日
の
秋
季
祭
礼
の
深
夜
、
勇
壮
な

み
こ
し

〈
神
輿
の
火
渡
り
〉
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

D

祭
り
の
朝
、
独
特
な
白
い
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
青
年
団
員
た
ち
に
担
が
れ

は
ん
に
や

た
神
輿
が
神
社
を
出
発
す
る
。
ま
ず
、
般
若
に
似
た
赤
い
面
を
つ
け
た
〈
バ

ツ
v

が
先
頭
に
た
ち
、
こ
れ
に
堤
灯
を
竹
の
棒
に
さ
し
て
高
く
掲
げ
た
子
供

た
ち
と
神
輿
が
続
く
。
神
輿
は
地
区
の
家
々
を
一
軒
一
軒
訪
れ
、
担
ぎ
手
た

み

き

ち
は
差
し
出
さ
れ
る
お
神
酒
を
回
し
飲
む
。
次
第
に
体
が
ほ
て
り
、
神
輿
の

動
き
も
勢
い
づ
い
て
ゆ
く
。

あ
た
り
が
閣
に
包
ま
れ
る
と
、
境
内
に
う
ず
た
か
く
積
ま
れ
た
木
の
枝
に

火
が
つ
け
ら
れ
る
。
夜
空
に
高
く
燃
え
上
が
る
火
は
や
が
て
お
き
ま
り
、
燃

お

き

ぴ

え
さ
し
が
燥
火
と
な
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
赤
く
浮
か
び
上
が
る
。
深
夜
に
も
か

か
わ
ら
ず
人
々
で
あ
ふ
れ
る
境
内
に
神
輿
が
姿
を
現
す
と
、
祭
り
は
い
よ
い

よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
平
ら
に
な
ら
さ
れ
た
燥
火
が
棒
で
か
き
回
さ
れ
、
火

の
粉
が
勢
い
よ
く
舞
い
上
る
な
か

ヘ
神
輿
が
踊
り
込
む
。
あ
た
り
に
渦
巻
く

黒
煙
や
歓
声
、
そ
し
て
激
し
く
揺
れ
る
神
輿
や
担
ぎ
手
に
降
り
か
か
る
火
の

粉
や
灰
。
そ
の
荒
々
し
い
光
景
に
境
内
は
興
奮
の
柑
臨
と
化
す
。

や
が
て
燃
え
さ
し
の
火
が
担
ぎ
手
に
よ
っ
て
完
全
に
踏
み
消
さ
れ
祭
り
が

終
濡
を
告
げ
る
と
、
そ
れ
ま
で
歓
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
た
境
内
は
、
再
び
静

け
さ
に
包
ま
れ
て
ゆ
く
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
祭
り
が
い
つ
頃
か
ら
今
の
形
態
に
な
っ
た
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
祭
り
に
注
ぎ
込
む
人
々
の
熱
い
心
は
、
遥
か
昔
か
ら
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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こ
こ
に
縄
載
し
た
フ
レ
ー
ズ
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
公
募
し
た
選
挙
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
量
優
秀
作
品
お
よ
び
優
秀
作
品
で
す
。
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